
 

 

 

 
 

｢生徒が輝く日本一の小規模校｣を目指して 
～自立した社会人としての基盤づくり～ 

 

 
                  今日１０月１１日(木)、平成２４年度の第２学期がスタートし

ました。今学期は、第１学期実施した時間割の枠組みに関して以下の３点変更しました。 

(１)１単位時間を、現在の５０分から４５分にする。 

(２)６時間授業を、標準とする。 

(３)週に２日７時間授業を、実施する。 

以下、Ｑ＆Ａ方式で説明しますので、保護者の皆様には御理解のうえ御協力をお願いいたします。 

また、学力向上には家庭での学習習慣が必要不可欠です。「１年生は１時間～１時間３０分、２年生は１時

間３０分～２時間、３年生は２時間以上」の家庭学習時間の確保をよろしくお願いいたします。 

 

Ｑ１ どんな時間割になるのですか。 

Ａ１ 以下のとおりとなります。 

＜これまで＞                  ＜第２学期＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

これにより週３コマ(●の部分)増えることになります。 

 

Ｑ２ 「４５分授業」にするねらいは何ですか。 

Ａ２ ねらいは大きく３つあります。 

◆ねらい１…授業のコマ数を確保し、泉ブランドの確立に努める 

文部科学省示す学習指導要領では、実施しなければならない授業時数の目安として標準時数が

定められています(＊これは４０人学級を１人の教師が指導することを前提)。また、今年から完

全実施している新学習指導要領では、前回の改訂で減らされた内容等が復活するなどして内容が

豊富になっています。これらを受け、各学校では行事の精選などを行い授業時数の確保のための

事情努力をしています。 

文部科学省のモデルより本校では１単位時間を５０分の２９コマで第１学期を実施しました。

行事の削減は、生徒に豊かな心を育成する点から決して望ましいものとはいえません。また、２

年生の数学が３コマであるなど、不安な点もみられます。そこで本校では、これらの課題を月曜

日の６校時に実力アップタイムを新設することで対応してきました。 

しかし、帰りの会等の終了時刻が月曜日は１６：３０、火・木・金は１６：１０ということで、

放課後の諸活動時間等の確保が難しい状況でした。 

一方、平成１５年度から、１単位時間は各学校において、各教科等の年間授業時数を確保しつ

つ、どの程度が最も指導の効果をあげ得るかという観点から決定することが可能となっています。 

これらを踏まえ、１クラス最大で３０名(尐ないクラスで２０名)、さらに英語・数学ではＴＴ

を実施しているという本校の現状を考え、「『泉ブランドの確立 ～賢く・優しく・逞しく～』生

きる生徒の育成」を図るために、第２学期は１コマ「４５分授業」を導入し、生み出した時間で

週３コマの授業増を図り行事を減らすことなく教科等の学力向上を目指すとともに、Ｑ４にある

ように帰りの時刻の終了時刻を早め放課後活動の充実を目指すなど、さらなる改善を図りました。 

 月 火 水 木 金 

１ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ ○ ○ ○ ○ ○ 

５ ○ ○ ○ ○ ○ 

６ ○ ○  ○ ○ 

 月 火 水 木 金 

１ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ ○ ○ ○ ○ ○ 

５ ○ ○ ○ ○ ○ 

６ ○ ○ ● ○ ○ 

７ ●   ●  

矢板市立泉中学校だより 
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第1３号 

１０月１１日(木) 

｢４５分授業｣ 開始！ 

 

このように 



◆ねらい２…指導の改善＆見直しを図り、教師の意識改革を図る。 

◆ねらい３…学習の定着を図り、学力向上をめざす。 

これまでの１コマ５０分授業を内容を落とさずに４５分間で行うのが「４５分授業」です。時

間を大切にし、的確な発問・明確な指示等の指導を行うことで「４５分授業」でも十分可能です。 

こうして「４５分授業」を実施し、例えば、これまで５０分×９コマで行っていた学習を 

４５分×１０コマで計画し直し、増えた１コマ分を定着テストなどのスキルアップ学習の時間と

してとるなどして、学習の定着を図ります。 

 

Ｑ３ 増えた３コマ分は何に使うのですか。                  ＊数字はコマ数を表す。 

Ａ３ 基本的に、国・数・英に使います。 

具体的には、全学年「数学・英語を週１コマ増やし」ます。 

これにより、各学年右のようなコマ数となります。 

残りの１コマは、学年で異なります。 

１・２年生は、小中一貫教育用の国語・算数のテキスト 

学習による基礎からの総復習。そして、終わった者は小中 

一貫教育用の数学のテキストによる基礎的基本的な学力の定着を図ります。 

なお、３年生は高校受検に向けて各自強化したい教科の学習を予定しています。 

 

Ｑ４ ７時間授業にすると、給食時間や下校時刻が遅くなるのではないですか。 

Ａ４ ７時間授業の日には清掃をもとないことにより以下のようになります。 

＜第１学期＞６時間の場合              ＜第２学期＞７時間の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 ＊６時間授業の日は、清掃があり、 

帰りの会終了１５：３０ 
課外活動開始１５：４５ 

となります。 
 

 
                  今年度から始まった、泉地区小中一貫教育第２スパンの学力向

上策「めざせ！数検・英検・漢検３級合格」が始動しました。 

鈴木教務の計画のもと全校に呼びかけていた上記の検定に下記のように希望者が集まり「団体受検」が可

能となり、泉中学校を会場として受検するはこびとなりました。 

◆英検…第２回実用英語技能検定 財団法人 日本英語検定協会 

１ 日時   １０月１２日(金)放課後 

２ 受験者数 １５名 

３ 備考   １０名以上で団体受験可。第３回は１月２５日(金)実施。 

◆数検…第１回実用数学技能検定 財団法人 日本数学検定協会 

１ 日時   １０月２７日(土)１３：００～ 

２ 受験者数 ６名 

３ 備考   ５名以上で団体受験可。第２回は１１月１７日(土)。 

◆漢検…第２回実用漢字検定  財団法人 日本漢字能力検定協会 

１ 日時   １１月１０日(土) 

２ 受験者数 １１名 

３ 備考   １０名以上で団体受験可。第３回は１～２月実施。 

今後も順次受検の紹介をします。自分の実力アップに役立てたり、高校・大学の入試優遇や単位認定に活

用したりするのに積極的な活用を期待しています。 

 
数学 英語 

１学期 ２学期 １学期 ２学期 

１年 ４ ５ 

４ ５ ２年 ３ ４ 
３年 ４ ５ 

項目 時刻 

登校  ８：１０ 

１校時開始  ８：４０ 

給食開始 １２：３５ 

５校時終了 １４：３５ 

６校時終了 １５：３５ 

帰りの会終了 １６：１０ 

項目 時刻 

登校  ８：１０ 

１校時開始  ８：４０ 

給食開始 １２：１５ 

６校時終了 １４：５５ 

７校時終了 １５：５０ 

帰りの会終了 １６：１０ 

このように 

英検､数検､漢検 活動開始！ 

 


